きこえとことばに障害をもつ子どもへの接し方 by 大塚 明敏
きこえと ことばに 障害を もつ  
子どもへの 接し方  
大 塚 明 敏   










かと思います。   
1 熊本県立聾学校教月としての経験3年6か月、この道に足を踏み入れた年次は昭和23  
年、当時の聾学校には聾、艶聴の子どもはもとよりとして、聴唖の子ども（重複障害児、精神  
遅滞児、失語症児、自閉児、言語発達遅滞児等）など種々な子どもが入っておりました。また  
聾学校では吃音児の治療や、梼音障害児の治療などもやっておりました。2 東京教育大学、  
および筑波大学附属聾学枚の教員としての経験、30年、その間、同校幼稚部主事としての経験  
6年、3 東京教育大学、および筑波大学講師（聴覚障害児言語指導法を担当）歴任すること  
17年、4 NHKテレビろう学校、および障害幼児とともにの講師14年、5 母子愛育会母子  
保健講習会講師（言語治療を担当）14年、6 金沢大学教育学部聾学校教具養成課程（通称聾  
研究室）の助教授、および教授としての経験が3年です。学生が聾学校で教育実習をするよう  
な際には、現場の先生方と一緒になって、実際に授業の指導などもやっています。   
著書も沢山ありますが、主な著書のみを挙げても次のようなものがあります。1、NHKテ  
レビろう学校一耳の不自由な乳幼児の育て方－（日本放送出版協会発行） 2、ことばの障害を  
なおす一早期発見・早期訓練の手引－（保健同人社発行） 3、日本語発音練習チャート（10巻）  
















す「きっかけ」や「はずみ」となるからです。   
これから、いよじ、よもって具体的な本題へと入ることにいたします。まずは「きこえやこと  
ばに障害をもつ子どもさんを育てる」とは、一体どのようなことなのかということについて触  






























れる必要があります。   
学校まかせ、病院まかせでは全くどうにもなりません。学校や病院に子どもさんがいる間は  















ずです。   
ここでほ、「きこえやことばに障害をもつ子どもさん」への摸し方やつきあい方のサワIjの部  
分だけを幾つか紹介しておきたいと思います。  





















す。   
以上のような接し方やつきあい方は、ひとりのお母さんだけがそうするのではなく、お父さ  





















限これだけは）の線まではカバーすること、成長することが可能だと言っておきます。   
次に少しばかり扱い方に工夫を余計に要する自閉的な傾向を有する子どもさんに対する接し  
方について触れておきます。  
［自閉的な子どもさんの場合］   
必ずしもここに紹介しますすべての方法が有効だとは限りませんが、試みる値打ちのある手  
立てではありますのでヒントとして一応紹介しておきます。  
（1）子どもさんの気持を落着かせる工夫をします。   
子どもさんが一日中できるだけゆったりした気分で過ごせるような手立てを用意してやるわ  
けです。具体的には次のような配慮などしてやります。順番の意味は抜きに知っておくと役立  
つ場合も出てまいりましょう。   
○ 子どもさんが今やっていることについて自分がけがをするとか、命にかかわるとか、周  
囲の入に害を及ばすとかいうようなことがない限り、それを受け入れ、やらせ、じっと見守っ  
ておきましょう。   
○ ご両親の方は「何事でもござんなれ」「どこからでもどうぞ」と言わんばかりにゆったり  
と構えておきましょう。   
○ 家庭やご両親、他の兄弟たちにとっての貴重品は、子どもさんの気がつかぬ所や手を触  
れられない所にしまっておきましょう。その分、子どもさんに対して注意をしたり、押さえた   
り必要が減ってまいります。   
○ 家事もできるだけ大まかに処理し、ゆったりと落着いた様子をしておきましょう。   
○ 何気なく子どもさんのそばにいたり、しかも、ゆったりと座っていたりしましょう。   
○ 子どもさんが小さい時は、昼寝や夜寝る時など、昔のお母さんがやってくれたように添  
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い濠をしてあげましょう。   
○ おんぶやだっこをしてやりましょう。   
○ 子どもさんが何か言ってきたら、待たせないで直ちに快く応じてやりましょう。   
○ 子どもさんによっては人ごみの中へは、止むを得ない時以外は連れ出さないようにしま  
しょう。とにかく子どもさんが安心していられないような場所は警戒したほうが無簸です。  
（2）子どもさんが喜びそうなことをいろいろやってあげましょう。   
参考例として具体的な遊びを紹介しておきます。あとは皆さんがご自分の子どもさんの好み  





















































‾一ぺ 常の子どもですらも、生きる術としての日常の文化は、生活という24時間数育によって身につ  
けていくものです。ましてや「きこえとことば」に障害を有する子どもさんにおいておやとい  

















あります。   
こういう事柄はすべて生活の現場においてひとつ一つ扱うことによってのみ、その子どもさ  


































































4 子どもさんの気持をことばの指導の出発点とLましよう。   






















5 子どもさんに「わかるまで」「身につくまで」指導しましよう。   
ここでは特に「きこえの障害」をもつ子どもさんの場合を中心にお話しますが、その子ども  
さんがどうもうまく伸びてくれないという時には、次のようなことが原因となっている場合が、  




















































○ 子どもさんが、きいているかどうか、見ているかどうか、読んでいるかどうか、考えてい  
るかどうかをつかみながら、ことばをかけたり、説明をしたり、質問をしたり、解答を求めた  
り、指示をしたりしましょう。  
O 「いつ、だれが、なにを、どこで、どうした、どんな、どうして、なぜ、いくつ、どう思  
う、見たこと、行ったこと、したことがあるか、そのことについて知っているか」など、いろ  
いろな角度より発閲して、それに適確に応答できるかどうかをつかみましょう。  
O 「教科書のどこに書いてあるか。」「それというのはどこを指すのか、また何を指し、何を  
意味するのか。」きいてみましょう。  
○ ことばの意味についての理解を確認するためや実用的なコミュニケーションの能力、態度  
を評価するために指示や命令をくだして子どもさんに動作化をやらせてみましょう。  
○ 説明したことや話したこと、その時間に学習したことなどをその場でもう一度子どもさん  
なりの考えや、ことばで話させてみましょう。  
○ 必要な内容について「では書いてごらん」と命じて紙に書かせてみましょう。  
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